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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
に
よ
る
町
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

改
正

○
白
浜
町
娯
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

地
区
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に

お
け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
改
正

□
補
正
予
算

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
３
億
８
８
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
８
億
１
千
１
９
０
万
円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
減
債
基
金
積
立
金

５
千
万
円

・
公
共
施
設
耐
震
診
断
委
託
事
業

９
０
０
万
円

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業１

４
３
万
円

・
名
立
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
地
崩
土
処

理
事
業

２
８
９
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
千
６
８
０
万
円

・
庁
舎
等
整
備
基
金
積
立
金

５
千
万
円

・
家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業

50
万
円

・
津
波
避
難
路
整
備
事
業

３
５
２
万
円

・
救
命
艇
型
津
波
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー

整
備
事
業

１
千
２
０
０
万
円

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
補
助
事
業

１
５
０
万
円

【
民
生
費
】

・
行
政
事
務
等
包
括
業
務
委
託
事
業

85
万
円
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  ９月４日【開会、会期の決定】
　・会期の決定　
  ９月６日【町長挨拶、提案理由の説明】
　・議案の提案理由説明（条例改正３件、補正予算関係５件、報告４件、　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   専決処分の承認２件、  その他の議案１件）

  ９月１３日【一般質問】
　・丸本議員、松田議員、葊畑議員、堅田議員
  ９月１４日【一般質問】
　・溝口議員、長野議員、南議員、楠本議員　　　　　 《Ｐ４～Ｐ１１に内容記載》

  ９月１９日【監査報告、議案審議】
　・追加議案の提案理由説明（決算認定関係１０件、報告２件）　　・監査報告
　・議案審議（議案１１件、報告３件）　　・決算審査特別委員会の設置
  ９月２０日【議案審議、閉会】
　・追加議案の提案理由説明（議案 2 件、諮問２件）
　・議案審議（議案２件、報告３件、諮問２件）　
　・議員発議案件１件　　・委員会発議案件２件

第
１
・
２
日

第
３
・
４
日

第
５
・
６
日

▷▷ 平成３０年第３回定例会 （９月４日～９月２０日）



【
衛
生
費
】

・
砿
湯
温
泉
管
布
設
替
事
業１

４
０
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
林
地
台
帳
閲
覧
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

１
２
０
万
円

・
保
呂
地
区
小
規
模
治
山
事
業

８
１
０
万
円

・
袋
漁
港
泊
地
浚
渫
事
業

１
千
６
０
０
万
円

【
観
光
費
】

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
事
業１

０
０
万
円

・
茜
千
畳
茶
屋
施
設
改
修
事
業

７
５
０
万
円

【
教
育
費
】

・
椿
小
学
校
、
富
田
小
学
校
統
廃
合

事
業

２
２
２
万
円

・
学
校
施
設
空
調
設
備
整
備
調
査
事
業

２
千
９
０
０
万
円

・
行
政
事
務
等
包
括
業
務
委
託
事
業

２
８
５
万
円

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
事
業６

４
０
万
円

・
富
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

３
千
30
万
円

・
富
田
小
学
校
校
区
内
学
童
保
育
所

建
設
事
業

１
千
８
０
０
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

１
千
７
０
０
万
円

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
２
千
７
２
０
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
９
億
３
千
９
１
０
万
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は
、
台
風
20
号
お
よ

び
21
号
被
害
に
伴
う
修
繕
費
等
の
経

費
で
あ
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

事
業
勘
定
の
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
７
千
６
３
１
万
１
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

31
億
１
６
０
万
６
千
円
と
す
る
。

　

直
営
三
舞
診
療
施
設
勘
定
の
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
30
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

６
７
０
万
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

50
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
５
億
７
千
９
７
８
万
円

と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
千
４
７
８
万
９
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

29
億
３
千
７
４
９
万
３
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

６
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
８
億
７
千
87
万
円
と
す
る
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

　

次
の
方
を
適
任
と
認
め
た
。

（
敬
称
略
）

・
秋あ
き
た田　

昌ま
さ
み美

（
才
野
）

・
深ふ
か
み見　

邦く
に
お男

（
栄
）

□
平
成
２９
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特

別
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

平
成
29
年
度
白
浜
町
水
道
事
業

特
別
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

５
千
９
９
２
万
７
千
99
円
を
利
益
積

立
金
と
す
る
。

□
工
事
請
負
契
約

○
白
浜
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
同
報
系
）
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事

【
契
約
金
額
】

　

９
億
９
千
２
０
４
万
５
千
８
８
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

城
見
２
丁
目
２
番
22
号

　

株
式
会
社
日
立
国
際
電
気

　

西
日
本
支
社  

支
社
長  

宮み
や
ざ
き崎　

晃
あ
き
ら

□
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
に

継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
【
委
員
長
】　

正
木　

秀
男

　
　
【
副
委
員
長
】　

楠
本　

隆
典

　
　
【
委

員
】　

堀　

匠

　
　
　
　
　
　
　
　

南　

勝
弥

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
本　

安
高

　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

久
美
子
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年
金
が
差
し
押
さ
え
ら
れ

生
活
で
き
な
い
と
の
声
を
聞
い

た
。
国
税
徴
収
法
で
は
、
ひ
と

月
ご
と
に
10
万
円
が
差
し
押
さ

え
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
町
が

差
し
押
さ
え
た
10
万
円
と
介
護

保
険
料
は
全
額
返
還
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

国
税
徴
収
法
に
、
年
金
等

の
差
し
押
さ
え
禁
止
額
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
年

金
が
振
り
込
ま
れ
た
預
金
口
座

の
預
金
は
預
金
債
権
に
変
わ

り
、
原
則
と
し
て
差
し
押
さ
え

禁
止
債
権
に
な
ら
な
い
た
め
、

差
し
押
さ
え
を
執
行
し
た
債
権

を
返
還
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

年
金
を
差
し
押
さ
え
る
場

合
、
10
万
円
は
差
し
押
さ
え
が

で
き
な
い
。
10
万
円
を
控
除
し

て
差
し
押
さ
え
を
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
年
金
が
振
り
込
ま

れ
て
い
る
預
金
口
座
を
差
し
押

さ
え
る
場
合
、
10
万
円
を
控
除

し
て
い
る
の
か
。
年
金
受
給
額

ひ
と
月
あ
た
り
10
万
円
以
下
の

差
し
押
さ
え
は
国
税
徴
収
法
上

問
題
で
は
な
い
の
か
。

　
　

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
差

し
押
さ
え
禁
止
額
を
控
除
し
、

徴
収
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
預

金
口
座
の
差
し
押
さ
え
は
、
滞

納
金
額
に
達
す
る
ま
で
行
う
た

め
、
10
万
円
を
差
し
引
く
こ
と

は
な
い
。
差
し
押
さ
え
の
執
行

に
は
、
個
別
の
事
情
に
鑑
み
慎

重
に
対
応
し
て
お
り
、
問
題
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

給
与
に
も
年
金
同
様
差
し

押
さ
え
禁
止
額
が
あ
る
。
ひ
と

月
あ
た
り
の
禁
止
額
と
直
近
５

年
間
の
給
与
の
差
し
押
さ
え
件

数
を
伺
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
は

給
与
が
振
り
込
ま
れ
て
い
る
預

金
口
座
を
押
さ
え
た
件
数
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

国
税
徴
収
法
第
76
条
、
同

法
施
行
令
第
34
条
に
禁
止
額
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
直
近
５
年

間
の
件
数
は
、
平
成
25
年
度
５

件
、
平
成
26
年
度
13
件
、
平
成

27
年
度
18
件
、
平
成
28
年
度
41

件
、
平
成
29
年
度
１
２
４
件
で

あ
り
、
預
金
口
座
を
差
し
押
さ

え
た
件
数
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
　

町
長
就
任
後
、
給
与
の
差

し
押
さ
え
件
数
が
25
倍
近
く
と

激
増
し
て
い
る
。
徴
税
が
必
要

で
も
、
法
の
ル
ー
ル
に
行
政
は

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差

し
押
さ
え
あ
り
き
の
徴
収
行
政

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

徴
収
業
務
に
よ
り
、
税
収

確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
納

期
内
に
納
税
し
て
い
る
大
多
数

の
皆
様
と
の
関
係
か
ら
、
税
負

担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
納
税

秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
も
滞
納
整
理

に
あ
た
っ
て
は
、
個
別
の
事
情

を
十
分
精
査
し
て
、
徴
収
業
務

に
努
め
て
い
く
。

問問 答

・税金の滞納と差押えについて

４NO.50

問

丸
まるもと

本　安
やすたか

高　議員
（一問一答）

答

答

問答

平成３０年第３回定例会一般質問（登壇順）

--- 関係法令抜粋 ---
 【国税徴収法第７６条】
　給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質を有  

する給与に係る債権については、次に掲げる金額の合計額に

達するまでの部分の金額は、差し押えることができない。こ

の場合において、滞納者が同一の期間につき２以上の給料等

の支払を受けるときは、その合計額につき、第４号又は第５

号に掲げる金額に係る限度を計算するものとする。

 【国税徴収法施行令第３４条】
　法７６条第１項第４号に規定する政令で定める金額は、滞

納者の給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質

を有する給与に係る債権の支給の基礎となった期間１月ごと

に１０万円（滞納者と生計を一にする配偶者、その他の親族

があるときは、これらの者一人につき４万５千円を加算した

金額）とする。
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「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
」
と
の
名
称
変
更
に

と
も
な
い
、
特
に
災
害
弱
者
に

周
知
徹
底
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、
防
災
訓
練
や
研
修
等

の
場
を
活
用
し
、
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
情

報
の
発
令
等
は
視
覚
情
報
と
し

て
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
、
聴
覚

情
報
と
し
て
戸
別
受
信
機
を
活

用
し
、
災
害
弱
者
へ
提
供
し
て

い
る
。

　
　
「
和
歌
山
県
障
が
い
者
・

高
齢
者
・
難
病
患
者
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
等
を
知
ら
な
い
人
も

多
く
、
こ
れ
ら
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
災
害
時
に

大
い
に
有
効
活
用
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
、
町
の
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

　
　

障
が
い
や
難
聴
を
抱
え
た

方
等
が
緊
急
時
や
災
害
時
等
の

困
っ
た
際
に
、
必
要
な
支
援
を

提
供
し
、
手
助
け
を
お
願
い
し

や
す
く
す
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」
の
利
用
推
進
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
交
付
時
に

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
啓
発
を
行
う

と
と
も
に
、
広
く
町
民
に
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
お
よ
び
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

福
祉
避
難
所
と
し
て
地
域

に
あ
る
福
祉
関
係
事
業
所
と
協

定
を
交
わ
し
て
い
る
が
、
実
際

の
災
害
時
に
連
携
が
取
れ
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
も
避
難
所
で
生
活
の

継
続
が
困
難
な
高
齢
者
、
障
が

い
者
等
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
を
、
協
定
に
基
づ
き
施
設
で

受
け
入
れ
て
お
り
、
連
携
体
制

は
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　

災
害
弱
者
の
対
応
に
つ
い

て
、
避
難
誘
導
の
際
、
緊
急
性

を
い
ち
早
く
伝
え
、
避
難
に
導

く
地
域
的
な
支
援
体
制
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
支
援

者
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み

を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　

災
害
弱
者
に
対
し
て
非
常

に
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
た

め
、
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
支
援
者
の
選

任
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
支
援
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

豪
雨
災
害
等
で
早
め
に
安

全
な
場
所
に
避
難
し
た
い
と
考

え
る
避
難
困
難
者
へ
の
対
応
と

し
て
、
何
ら
か
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
民
生
委
員
児
童
委
員
等
か

ら
要
請
の
あ
る
方
や
、
民
生
課

で
す
で
に
関
わ
っ
て
い
る
支
援

を
必
要
と
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
職
員
か
ら
声
掛
け
等
を
行

っ
て
い
る
。

問

答 問

答

問

松
ま つ だ

田　剛
たけはる

治　議員
（総　括）

・災害時の障がいがある方などの
支援について　

問答

答

（白浜町「安心・安全メール」
　　　　　　　　サイトのＱＲコード）

（支援が必要な方のためのヘルプマーク）

※赤の台紙に白抜き

問答

問答



　
　

事
業
者
の
滞
納
に
つ
い

て
、
生
活
や
営
業
実
態
を
把
握

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
先
進
地
の
取
り
組
み
の

研
究
も
必
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

　
　

納
付
相
談
で
は
、
収
入
の

状
況
や
未
納
の
理
由
、
今
後
の

考
え
方
、
納
税
の
意
思
等
を
確

認
し
、
生
活
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。
明
ら
か
に
納
付
が

困
難
と
判
断
し
た
場
合
、
一
旦

時
間
を
置
き
納
税
の
猶
予
等
も

検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
他
の

自
治
体
の
取
り
組
み
も
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　

町
の
各
種
団
体
に
交
付
し

て
い
る
補
助
金
の
現
状
は
い
か

が
か
。

　
　

補
助
金
は
、
関
連
規
則
お

よ
び
要
綱
等
に
基
づ
き
交
付
し

て
い
る
。
ま
た
、
繰
越
金
に
つ

い
て
は
、
所
管
課
に
お
い
て
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
対
応
を
し
て
い
る
。

　
　

和
歌
山
南
漁
協
の
補
助
金

問
題
で
、
第
三
者
委
員
会
の
報

告
に
基
づ
き
調
査
中
と
の
こ
と

だ
が
、
実
績
報
告
を
精
査
し
、

厳
正
に
対
処
し
て
、
漁
業
者
や

住
民
の
声
に
応
え
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

第
三
者
委
員
会
の
報
告
を

も
と
に
、
町
の
保
存
書
類
と
の

精
査
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
者
の

事
実
確
認
を
す
る
等
し
て
、
町

と
し
て
の
調
査
を
行
い
、
改
め

て
漁
協
へ
適
切
な
対
応
を
求
め

る
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

近
隣
住
民
に
被
害
が
及
ぶ

空
き
家
に
関
し
、
条
例
化
や
撤

去
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

の
考
え
は
な
い
か
。

　
　

条
例
制
定
は
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

研
究
し
た
い
。
補
助
制
度
の
創

設
は
、
所
有
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
空
き
家
の
除
去
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
　

資
源
の
日
に
小
型
家
電
の

回
収
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
は
月
１
回
で
、
保
管
に
か
さ

ば
る
。
月
２
回
に
す
る
等
、
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

資
源
の
日
に
お
け
る
小
型

家
電
の
回
収
は
、
体
制
等
で
課

題
が
あ
り
、
現
状
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
中
で
回
収
し
て
い
く
方

法
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
他
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て

回
収
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
は
、
現
在

の
体
制
で
は
収
集
回
数
を
増
や

す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
、

中
央
省
庁
等
の
よ
う
な
水
増
し

雇
用
は
な
い
か
。

　
　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
で
は
、
毎
年
、

障
害
者
で
あ
る
職
員
の
任
免
に

関
す
る
状
況
を
厚
生
労
働
大
臣

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
町
で
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
適
正
に
報
告
を

行
っ
て
い
る
。

問

・地方税の徴収について
・補助金問題について
・空き地の適正管理と空家対策
・資源の回収について
・障害者の雇用について

答

問答

問

問

答

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）

答

問

問

６NO.50

答答

（資源ごみステーション）

（環境フェアで回収された小型家電）



７ NO.50

　
　

例
年
に
な
い
猛
暑
と
な
っ

た
平
成
最
後
の
夏
が
終
わ
っ

た
。
今
年
も
多
く
の
観
光
客
が

白
浜
を
訪
れ
、
地
域
経
済
に
効

果
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の

玄
関
口
と
し
て
の
白
浜
駅
周
辺

の
役
割
は
ど
う
い
う
も
の
か
認

識
を
伺
う
。

　
　

白
浜
駅
は
、
空
港
、
道
路

と
と
も
に
観
光
、
物
流
、
移
動

の
手
段
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
に

と
っ
て
、大
き
な
財
産
で
あ
り
、

交
通
の
大
き
な
核
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

観
光
客
の
多
く
が
車
で
旅

行
す
る
よ
う
に
な
り
、
交
通
量

が
増
加
し
、
車
や
バ
ス
の
サ
イ

ズ
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、

白
浜
駅
の
周
辺
道
路
は
昔
と
変

わ
ら
ず
、
通
勤
通
学
時
は
大
変

混
雑
し
て
安
心
安
全
な
状
況
で

は
な
い
と
感
じ
る
が
、
町
と
し

て
何
か
い
い
考
え
は
な
い
か
。

　
　

白
浜
駅
前
交
差
点
付
近
の

渋
滞
対
策
は
、
富
田
区
長
会
要

望
と
し
て
、
隣
接
す
る
堅
田
交

差
点
か
ら
白
浜
駅
北
側
の
駐
車

場
付
近
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
化
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　

町
は
白
浜
駅
を
中
心
に
発

展
し
栄
え
て
き
た
が
、
時
代
と

と
も
に
白
浜
駅
周
辺
は
高
齢
者

世
帯
が
増
え
て
き
て
い
る
。
駅

前
を
高
齢
者
の
生
涯
学
習
や
青

少
年
健
全
育
成
等
、
地
域
と
駅

が
共
存
で
き
る
輝
き
の
場
所
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

観
光
客
だ
け
の
利
用
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
元
の
方
た
ち
に

も
利
用
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
今
後
、
提
案
さ
れ
た

交
流
の
場
の
よ
う
な
も
の
の
設

置
が
可
能
か
協
議
し
た
い
。

　
　

今
年
の
４
月
に
南
紀
白
浜

観
光
局
が
設
立
さ
れ
た
が
、
ど

う
い
う
組
織
か
。

　
　

地
域
の
観
光
の
舵
取
り
役

を
担
い
、
今
ま
で
他
の
団
体
が

で
き
て
い
な
い
デ
ー
タ
の
収

集
、
首
都
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

等
、
観
光
戦
略
的
な
部
分
を
中

心
に
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
。

　
　

す
で
に
白
浜
に
は
白
浜
観

光
協
会
が
あ
る
が
、
南
紀
白
浜

観
光
局
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　

町
の
観
光
全
体
の
数
値
的

な
調
査
、研
究
、観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観

光
戦
略
等
、
今
ま
で
観
光
協
会

が
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

白
浜
観
光
協
会
に
は
多
額

の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
事
務
局
長
不
在
で
赤
字
が

続
い
て
い
る
と
聞
く
。
担
当
課

は
ど
う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

　
　

担
当
課
と
し
て
、
予
算
組

み
の
と
き
に
は
観
光
協
会
の
会

計
、
担
当
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
る
。
決
し
て
補
助
金
が
足

ら
な
い
か
ら
事
務
局
長
を
置
け

な
い
と
い
う
理
由
で
は
な
い
。

答問 問

問

答

答

・白浜駅周辺の活性化について
・今後の白浜の観光行政について

堅
か た た

田　府
あつとし

利　議員
（一問一答）

答

問

問答

問答

（南紀白浜観光局ロゴマーク）

（観光客の玄関口となるＪＲ白浜駅）



被
害
の
軽
減
対
策
と
し
て
、
庄

川
地
区
に
排
水
ポ
ン
プ
３
基
を

設
置
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
富
田

区
長
会
の
協
力
を
得
て
「
富
田

川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
の
早

期
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
　

町
の
管
轄
は
町
で
対
策
を

立
て
て
実
行
し
、
県
の
管
轄
に

つ
い
て
は
早
期
対
策
の
実
現
に

　
　

７
年
前
の
台
風
で
は
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
今
回

も
８
月
23
日
の
台
風
に
よ
る
豪

雨
に
よ
り
、
町
内
で
も
多
数
被

害
に
遭
っ
た
。７
年
前
と
今
回
、

２
回
続
け
て
被
害
に
遭
っ
た
地

域
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

今
回
の
台
風
20
号
と
平
成

23
年
９
月
の
台
風
12
号
は
、
い

ず
れ
も
豪
雨
で
あ
っ
た
た
め
、

富
田
川
流
域
お
よ
び
日
置
川
流

域
に
お
い
て
、
２
回
と
も
同
じ

よ
う
な
比
較
的
地
盤
の
低
い
地

域
で
、
家
屋
等
へ
の
浸
水
、
道

路
お
よ
び
農
地
が
冠
水
す
る
と

い
っ
た
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
把
握
し
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

北
富
田
地
域
に
お
い
て

も
、
７
年
前
と
同
様
の
被
害
を

受
け
た
家
屋
が
多
数
あ
り
、
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
が
、
県
河
川
で
あ
る

富
田
川
の
堆
積
土
砂
で
あ
る
。

７
年
前
の
災
害
か
ら
今
回
の
災

害
ま
で
の
町
の
取
り
組
み
状
況

を
伺
う
。

　
　

県
に
対
し
て
早
期
の
河
川

改
修
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

特
に
浸
水
被
害
の
大
き
か
っ
た

平
間
地
区
か
ら
北
富
田
地
区
の

河
道
掘
削
や
河
口
付
近
の
堆
積

土
砂
の
撤
去
要
望
を
行
い
、
年

次
的
に
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
平
成
27
年
度
に
は
、
浸
水

向
け
、
県
に
要
望
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
な
ぜ
何
度
も
同
じ

被
害
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
の
思
い
で
あ
り
、
町

と
し
て
早
期
の
取
り
組
み
を
求

め
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　

流
下
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
本
年
６
月
に
策
定
さ

れ
た
「
富
田
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
を
一
刻
も
早
く
進
め
て

も
ら
う
よ
う
県
お
よ
び
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

繰
り
返
し
浸
水
被
害
に
遭
っ
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
排
水

ポ
ン
プ
の
設
置
や
水
門
の
改
修

等
、
河
川
管
理
者
の
県
と
も
協

議
し
な
が
ら
早
急
に
有
効
な
対

策
を
検
討
し
た
い
。

問

・防災対策について

答

　溝
みぞぐち

口　耕
こ う た ろ う

太郎　議員
（一問一答）

８NO.50

※
こ
の
ほ
か
、
溝
口
議
員

は
「
農
業
政
策
と
農
村
地

域
の
人
口
対
策
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

（台風 20 号で被害を受けた大井堰）

問

問

答

答



９ NO.50

　
　

白
浜
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
向
け
た
今
ま
で
の
取
り

組
み
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

白
浜
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
よ
び
県

と
適
時
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
事
業
の
具
体
性
を
も
た

せ
る
た
め
、
昨
年
度
「
白
浜
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
調
査
設

計
」
を
行
い
、
作
業
が
完
了
し

て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、本
計
画
案
を
も
と
に
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
早
期
に
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

平
成
32
年
度
ま
で
に
久
木

地
区
の
小
山
肆し

せ

い成
顕
彰
公
園
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
ト
イ
レ
新
設
事
業

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

小
山
肆
成
顕
彰
公
園
の
所

管
で
あ
る
教
育
委
員
会
と
引
き

続
き
協
議
し
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
計
画
期
間
で
あ
る

平
成
32
年
度
ま
で
に
、
公
衆
ト

イ
レ
の
整
備
が
で
き
る
よ
う
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

台
風
20
号
の
豪
雨
に
よ

り
、
北
富
田
地
域
、
日
置
川
流

域
の
地
域
に
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
。
こ
の
地
域
の
浸
水
被
害

は
ど
の
よ
う
な
原
因
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

富
田
川
、
日
置
川
と
も
上

流
域
お
よ
び
支
川
流
域
で
短
時

間
に
集
中
し
た
大
雨
に
よ
り
、

急
激
に
河
川
水
位
が
上
昇
し
本

流
お
よ
び
支
流
の
一
部
で
堤
防

を
越
水
し
た
こ
と
や
内
水
に
よ

る
氾
濫
が
生
じ
た
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

被
害
に
遭
っ
た
方
は
、
同

じ
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
不
安
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
い

対
策
を
望
ん
で
い
る
。
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

県
が
策
定
し
た
「
日
置
川

水
系
河
川
整
備
計
画
」
お
よ
び

「
富
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

を
一
刻
も
早
く
進
め
て
も
ら
う

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
排
水
ポ
ン
プ
の
設

置
や
水
門
の
改
修
な
ど
早
急
に

有
効
な
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　

国
土
強
靭
化
基
本
計
画
に

つ
い
て
の
今
ま
で
の
取
り
組

み
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

国
土
強
靭
化
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、担
当
部
局
の
決
定
、

国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や
県

下
市
町
村
の
策
定
状
況
等
の
情

報
収
集
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
や
津
波
避

難
計
画
と
の
整
合
性
や
現
在
県

か
ら
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る

復
興
計
画
と
重
複
す
る
面
が
あ

る
の
で
、
十
分
精
査
し
た
う
え

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

着
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。　

問

問

・ＪＲ白浜駅のバリアフリー化について
・日置川流域のトイレ新設について
・台風の被害等について
・国土強靱化基本計画の策定

答

  長
な が の

野　莊
そういち

一　議員
（一問一答）

答答

（小山肆成顕彰公園）

（富田川）

問

答問

問答



　
　

総
額
約
18
億
円
か
か
る
と

い
わ
れ
る
「
白
良
浜
周
辺
等
海

洋
活
用
計
画
」
な
る
38
ペ
ー
ジ

に
わ
た
る
計
画
書
が
６
月
議
会

中
に
配
ら
れ
た
が
、
議
会
や
住

民
に
何
の
説
明
も
な
い
。
官
有

地
に
物
品
販
売（
み
や
げ
物
等
）

や
飲
食
関
連
の
店
も
町
の
施
設

と
し
て
建
て
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。
今
ま
で
何
箇
所
か
民
間
と

競
合
す
る
施
設
を
町
が
建
て
て

き
た
が
、
今
回
も
や
ろ
う
と
し

て
い
る
。
浜
通
り
や
湯
崎
の
商

店
の
方
が
、
自
力
で
頑
張
っ
て

商
売
を
し
て
い
る
。
補
助
金
を

も
ら
い
た
い
と
か
優
遇
策
を
お

願
い
し
た
い
と
言
っ
て
い
な

い
。
せ
め
て
私
た
ち
の
商
売
の

邪
魔
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
浜
の
所
有
者
は

国
で
そ
れ
を
県
が
管
理
し
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
国
や
県
に
相

談
も
せ
ず
、
町
は
構
想
を
練
っ

て
い
い
の
か
。

　
　

計
画
に
至
る
ま
で
に
県
担

当
課
と
協
議
、
相
談
は
し
て
い

な
い
。
今
後
、
こ
れ
を
実
行
に

移
す
た
め
に
は
、
海
岸
管
理
者

の
県
と
の
連
携
は
必
要
で
あ
る

の
で
、
相
談
、
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
事
業
が
具
体

化
し
て
い
け
ば
、
国
、
県
に
対

象
と
な
る
補
助
金
が
あ
れ
ば
、

活
用
し
た
い
。

　
　

元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
保
養
所
の
建
物

の
外
側
（
海
側
）
か
ら
湯
崎
漁

港
ま
で
の
遊
歩
道
も
作
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
が
、
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ド
等
を
撤
去
し
て
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
。

　
　

心
配
さ
れ
て
い
る
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ド
の
撤
去
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、計
画
が
推
進
す
れ
ば
、

協
議
は
必
要
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
も
現
状
で
は
、
遊
歩
道
が
で

き
れ
ば
観
光
の
た
め
に
な
る
と

い
う
計
画
段
階
で
あ
る
。

　
　

浜
の
人
工
島
か
ら
湯
崎
漁

港
ま
で
の
海
上
輸
送
に
つ
い
て

は
、
誰
が
船
を
所
有
し
運
航
す

る
の
か
。年
中
運
航
す
る
の
か
。

ま
た
、
採
算
が
取
れ
る
の
か
。

　
　

現
状
は
計
画
段
階
で
あ
る

の
で
、
誰
が
運
航
す
る
の
か
、

有
料
か
、
無
料
か
等
の
議
論
に

な
っ
て
い
な
い
。
現
実
的
な
も

の
と
な
れ
ば
、
関
係
者
と
の
協

議
、
国
、
県
の
認
可
も
必
要
に

な
る
の
で
、
今
後
は
慎
重
に
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

答

問

問

10NO.50

・作成された「白良浜周辺等海洋活用計画」

  南
みなみ

　勝
か つ や

弥　議員
（一問一答）

問答

※
こ
の
ほ
か
、
南
議
員
は

「
簡
易
水
道
と
上
水
道
の

統
合
を
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

（店舗イメージ「白良浜周辺等海洋活用計画｣ より）

（海上輸送イメージ
　　　　　「白良浜周辺等海洋活用計画」より）

答



　
　

庄
川
口
の
排
水
に
か
か
る

問
題
で
あ
る
が
、
最
勝
寺
下
側

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
富
田

川
の
本
流
が
強
く
な
っ
た
時
、

し
ら
さ
ぎ
橋
の
下
の
堆
積
土
砂

を
一
時
的
に
移
動
し
た
が
、
根

本
的
な
解
決
と
な
っ
て
い
な

い
。
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
「
富
田
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
に
基
づ
く
堆
積
土
砂
の

早
期
撤
去
を
県
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
富
田
川
か
ら
の
逆
流

防
止
対
策
を
国
や
県
に
要
望
し

た
う
え
で
、
町
と
し
て
も
ポ
ン

プ
の
設
置
等
、
内
水
の
処
理
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

内
ノ
川
の
床
下
・
床
上
浸

水
の
問
題
は
、
小こ

ぶ

け泓
川
の
出
口

か
ら
瀬
田
川
の
下
流
域
の
問
題

で
あ
る
。
郵
便
橋
下
流
の
堆
積

土
砂
の
事
業
着
手
は
、
い
つ
ご

ろ
と
な
る
の
か
。

　
　

県
か
ら
「
富
田
川
水
系
河

川
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
全
体

の
測
量
業
務
を
近
く
発
注
す
る

と
聞
い
て
お
り
、
そ
の
成
果
に

基
づ
き
設
計
を
行
い
事
業
量
を

確
定
し
計
画
年
度
が
設
定
さ
れ

る
の
で
、
時
期
が
決
定
し
た
段

階
で
議
会
等
に
も
報
告
す
る
。

　
　

平
間
川
の
排
水
も
問
題
で

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
町
営
住
宅
前
の

国
道
の
低
さ
も
問
題
で
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

策
定
さ
れ
た
「
富
田
川
水

系
河
川
整
備
計
画
」の
な
か
で
、

国
道
が
冠
水
す
る
平
間
地
区
か

ら
日
神
社
付
近
ま
で
の
堤
防
改

修
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
　

富
田
川
の
州す

は

ま浜
の
堆
積
土

砂
の
撤
去
を
再
三
要
請
し
て
い

る
が
解
決
し
て
い
な
い
。
撤
去

は
必
要
で
な
い
か
伺
う
。

　
　

河
口
付
近
の
閉
塞
が
水
位

上
昇
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
毎
年
県
に
要
望

し
撤
去
作
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
時
期
や
回
数
の
こ
と
も
含

め
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
　

富
田
川
の
堆
積
土
砂
の
残

土
処
理
場
で
あ
る
が
、
全
員
協

議
会
で
説
明
の
あ
っ
た
町
有
地

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

現
在
は
事
業
者
に
お
い
て

払
い
下
げ
を
目
的
と
し
て
、
地

権
者
等
の
同
意
や
測
量
等
の
事

業
計
画
を
進
め
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
正
式
な
払
い
下
げ

申
請
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

「
富
田
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
等
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

富
田
川
・
日
置
川
の
整
備

計
画
は
、
概
ね
20
年
間
で
家
屋

浸
水
被
害
が
な
く
な
る
よ
う
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
前
倒
し
で
進
め
て
も
ら
え
る

よ
う
に
今
後
も
強
く
県
に
要
望

し
て
い
く
。

　
　

日
置
川
、
富
田
川
の
流
木

問
題
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計

画
は
な
い
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
海
や
川
の

一
斉
清
掃
と
合
わ
せ
る
等
、
県

や
地
元
住
民
、
町
職
員
で
の
対

応
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
被

害
の
規
模
等
に
も
よ
る
が
、
関

係
機
関
等
と
協
議
、調
整
を
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
等

も
視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

・富田川堆積土砂の進捗状況と
今後の見通しについて

楠
くすもと

本　隆
たかのり

典　議員
（一問一答）

答

問答 問

答問

答

11 NO.50

問答答

答

問

問

（堆積土砂の撤去が求められる富田川河口）

（対策が求められる富田川）
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▷▷活動報告

　◆ 新議員研修会

 ７月１７日、和歌山県自治会館（和歌山
市）において、新議員研修会が行われ、
３人が参加しました。
 全国町村議会議長会議事調査部の荒

あ ら い

井
幸
ゆきひろ

弘氏を講師に迎え、他自治体での具体
的な事例を交えながら、「地方議会の役割
と権限」について、研修を受けました。

　◆ 全議員研修会

　◆ 議会運営委員会視察

 8 月 1 日、上富田文化会館で開催された
県町村議会議長会主催の研修会に参加し
ました。政治評論家の有

あ り ま

馬春
は る み

海氏を講師
に迎え、「どうなる？今後の日本政治」と
いうテーマで講演をいただきました。

 ７月５日～ 6 日、徳島県那
な か ち ょ う

賀町議会およ
び勝

かつうらちょう

浦町議会にて視察を行いました。両
町議会とも議会改革の先進地であり、議
会アドバイザー等による議員の専門的知
識の習得や、町民の声を反映し町の特性
を生かした議会づくりに取り組んでいま
した。当議会も今視察内容を参考に、身
近でわかりやすい議会づくりに向けて、
取り組みたいと考えています。

 ８月３０日、台風２０
号による被害のあった町
内の現地調査を行いまし
た。被害のあった富田川
の大井堰など、担当課職
員から被害
状況につい
ての説明を
受けました。

　◆ 台風２０号の被害調査



　傍聴は、議員の活動や町長の考え、町政の方針を知る

最も身近な方法です。簡単な手続きで傍聴ができますので、

ぜひ傍聴にお越しください。

※会議中、議員がタブレット等を使用

できるようになりました。

ご不明な点は、

議会事務局で

お聞きください。

▷▷町議会・町議会議長の主な動き（７月～９月）

議場

委員会室

議員控室 議長室議会事務局 ト
イ
レ

傍
聴
席

（本庁舎２階）

【傍聴席入口】
至 総務課

13 NO.50

▷▷傍聴のご案内

（傍聴席）

　７月１日  海水浴場開き

　　　４日  招魂祭

　５日
　　～６日

 議会運営委員会視察
 （徳島県那賀町、勝浦町）

　　　８日  フラワーライン開通式

　　　９日  大辺路衛生施設組合議会

　　１０日  人権講演会四者懇談会

　　１１日  富田川衛生施設組合議会

　　１２日  全員協議会
 議会広報特別委員会

　　１７日  新議員研修会（和歌山市）

　１９日
　　～２０日

 全国森林環境税創設促進
 議員連盟定期総会（埼玉県）

　　２２日  芝生組１００周年記念式典

　　２６日  富田川治水組合議会

　　３０日  公立紀南病院組合議会

　　３１日  後期高齢者医療広域連合
 定例会（和歌山市）

　８月１日  全議員研修会（上富田町）

　　　２日  田辺周辺広域市町村圏組合
 議会

　　１７日  全員協議会

　　２０日  紀南環境広域施設組合議会

　　２７日  中学生議会

　　２８日  議会運営委員会

　　３０日  全員協議会（台風 20 号に
 かかる被害調査）

　９月３日  議会運営委員会

　　　４日  第３回定例会第１日

　　　５日  議会運営委員会

　　　６日  第３回定例会第２日

　　１３日  第３回定例会第３日

　　１４日  第３回定例会第４日

　　１９日
 第３回定例会第５日
 全員協議会
 総務文教厚生常任委員会

　　２０日  第３回定例会第６日



町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
11/26 11/27

 議会運営
 委員会
 10:00~

11/28 11/29 11/30 １

２ ３ ４
 第１日
 提案説明等
 10:00~

５
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

６
 

７
 

８

９ 10
 

11
 

12
 

13
 第２日
 一般質問
 10:00~

14
 第３日
 一般質問
 10:00~

15

16 17
 （休会）

18
 第４日
 議案審議
 10:00~

19

 第５日
 議案審議
 10:00~

20 21 22

　12 月議会の日程は、11 月 27 日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記
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次 回 日 程
次回定例会（12 月）の会期は、12 月４日（火）から 19 日（水）までの予定です。

公職選挙法第 147 条の 2（あいさつ状の禁止）
 候補者又は公職の候補者となろうとする者（公
職にある者を含む。）は、当該選挙区内にある
者に対し、答礼のための自筆によるものを除
き、年賀状、寒中見舞状、暑中・残暑見舞状
その他これらに類するあいさつ状を出しては
ならない。

 法律により、町議会議員は選挙区内（白浜
町）の人に年賀状を含むあいさつ状を出す
ことができません。今まで届いていたのに
議員になったら届かなくなった、喪中はが
きも届かなかった等の経験があるかもしれ
ませんが、ご理解をお願いします。

年 賀 状 等

答礼のための自筆によるものは、
出してもよいことになっています。

 あちらこちらで秋祭りの笛や太鼓の音が
聞こえてくる季節となりました。
 今年は日本各地で豪雨や台風、地震と相
次いで大規模災害に見舞われ、当町にお
いても度重なる台風による被害が発生し
ました。被災された皆様方には心からお
見舞いを申し上げます。
 ９月定例会の一般質問では８人の議員が
防災対策や観光振興など多岐にわたり当
局に見解を求めました。白浜町議会とし
ましても、今後、災害に強いまちづくり
に向け、当局とともに取り組んでまいり
ます。　　　　　　　　　        　（正木）


